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Ⅰ 旧耕作地の植生調査
結果表および結果概要を次ページに示す。 
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Ⅱ 追加指定地における植物相調査の結果
追加指定地とその北側にあるアクセス道路との間に生育する植物を把握するため、踏査による植物相調

査を行った。 

1．時期

令和 4年（2022）5 月 8日および 8月 18 日、25 日

2．方法 

追加指定地と北側のアクセス道路との間（幅 30～50ｍ程度）を歩き、生育する植物について種名、株

数、群落の範囲を記録した。記録した植物は、生育環境（2 次林、植林地、旧耕作地等）ごとに記録して

整理し、植物目録と確認位置図にまとめた。 

3．結果 

生育環境は、やかましの森入口、やかましの森外縁、トドマツ植林地①②、2 次林①②、カラマツ植林

地①②、旧耕作地の６分類とした。分類ごとの確認種数を表１に、植物目録を表２に、確認位置図を図１

に示す。 

表 1 生育環境別の確認種数 

生育環境 確認種数 うち外来種数 外来種率※1 
北海道 BL※2掲載種数 

A2 A3 B 未※3 

やかましの森入口 21 科 28 種 4 科 7種 25.0% 3 4 

やかましの森外縁 49 科 88 種 5 科 10 種 11.4 3 6 1 

トドマツ植林地① 37科 56 種 2 科 3種 5.4 2 1 

２次林① 35 科 63 種 4 科 6種 9.5 3 2 1 

カラマツ植林地① 18科 23 種 5 科 9種 39.1 4 5 

旧耕作地 16 科 33 種 5 科 10 種 30.3 5 4 1 

カラマツ植林地② 43 科 74 種 4 科 8種 10.8 3 4 1 

トドマツ植林地② 36科 68 種 4 科 7種 10.3 3 3 1 

２次林② 33 科 60 種 4 科 13 種 21.7 5 6 2 

全体 73 科 119 種 11 科 28 種 23.5 9 12 6 1 

※1外来種率=外来種の種数/全種数  ※2 北海道ブルーリスト 2010  ※3 北海道ブルーリスト未掲載種

〔北海道ブルーリスト 2010 カテゴリー〕 

A1:緊急に防除対策が必要な外来種 

A2:本道の生態系等へ大きな影響を及ぼしており、防除対策の必要性について検討する外来種。 

A3:本道に定着しており、生態系等への影響が報告または懸念されている外来種。 

B :本道に導入されて定着しているものの生態系等への影響等の報告･懸念が不明な外来種。 
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4.考察

踏査した範囲は、やかましの森入口と旧耕作地を除いて 2 年前までは森林が連続していた場所だっ

た。アクセス道路の工事により 2 年前の秋に伐開され日差しが入りやすい環境に変化している。このため、

全体的には森林林床に生育する植物が多く、外来種は比較的少なく全体的にまばらに生育する状況で

あると考えられる。しかし、旧耕作地やカラマツ植林地①のように、外来種率が 30％を超え、外来種の生

育範囲が拡がっている場所もある。また、外来種率は追加指定地の西側で高くなる傾向が見られる。 

大群落を作りやすいオオハンゴンソウ（特定外来種）やオオアワダチソウ（含ケカナダアキノキリンソウ）

は、今回の調査範囲では大きな群落を形成していないが、オオハンゴンソウは川沿いの湿った場所に、

オオアワダチソウは追加指定地西端部の 2 次林の林床で群落を形成していることから、今後の推移につ

いて注意する必要があると考えられる。 
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オオアワダチソウ
（含ケカナダアキノキリンソウ）

オオハンゴンソウ

その他外来種

凡例

植物相調査範囲

植物相調査結果図 （調査範囲 ：追加指定地北側）

やかましの森入口やかましの森入口

やかましの森外縁やかましの森外縁トドマツ植林地①トドマツ植林地①2次林①2次林①カラマツ植林地①カラマツ植林地①旧耕作地旧耕作地カラマツ植林地②カラマツ植林地②トドマツ植林地②トドマツ植林地②2次林②2次林②

オオハンゴンソウ群落

(2m×3m)、 川沿いに群生

オオハンゴンソウ群落

(2m×3m)、 川沿いに群生

アメリカセンダングサ
シロザ
ノラニンジン
ヒメムカシヨモギ
ムラサキツメクサ

アメリカセンダングサ
シロザ
ノラニンジン
ヒメムカシヨモギ
ムラサキツメクサ

10 株10 株
7 株7 株 1 株1 株

1 株1 株 1株1 株
5株5 株

1株1 株

クサヨシ群落
(2mx3m)
クサヨシ群落
(2mx3m)

オオアワダチソウ群落
(1mx2m の範囲に点在 )
オオアワダチソウ群落
(1mx2m の範囲に点在 )

シロツメクサ群落
(2mx7m の範囲に点在 )
シロツメクサ群落
(2mx7m の範囲に点在 )

ノラニンジン 2株
シロツメクサ
(1mx1m の範囲に点在 )

ノラニンジン 2株
シロツメクサ
(1mx1m の範囲に点在 )

アメリカオニアザミ 6 株
オオアワダチソウ 1株
シロツメクサ
ノハラツメクサ
ノボロギク
ブタナ
ヒメムカシヨモギ
メマツヨイグサ

アメリカオニアザミ 6 株
オオアワダチソウ 1株
シロツメクサ
ノハラツメクサ
ノボロギク
ブタナ
ヒメムカシヨモギ
メマツヨイグサ

オオアワダチソウ群落オオアワダチソウ群落

オオアワダチソウ群落
(40m×30m)
オオアワダチソウ群落
(40m×30m)
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Ⅲ 特別天然記念物野幌原始林はどのような森林なのか？

1.野幌原始林が天然記念物になった理由

天然記念物への指定：大正 10 年 3月 3日 

根拠となる法律：史蹟名勝天然紀念物保存法（大正8年（1919 年）に制定） 

指定範囲：林業試験場所属試験林のうち天然保存区3区 
第 1 天然保存区…江別市側の約 92.62ha、現在のトド山口の北側付近 
第 2 天然保存区…江別市と北広島市の境界、約 43.71ha、現在の東 7号線南側付近 
第 3 天然保存区…北広島市側の約 184.93ha、北広島市西の里 

指定の理由：我国北部の代表的原始林として保存要目、天然記念物に関する部第1代表原始林 
稀有の林相に該当し、保存の要あるに由る。 

当時の林況： 
「史蹟名勝天然記念物調査報告第十九號」(1)より 
・本森林は石狩の平原に残る唯一広大な原生林にして、平坦な耕作地帯の中に太古以来の原生状
態が存在するのは、一大奇観と言える。
・内部は緩い高低があり、低所は奥深く物静かな渓間を呈している。
・草木の生育は特に盛んで、森林の樹木は針葉広葉樹類にわたって種類が豊富である。
・全林を通じてトドマツが最も多く、壮大な純林を成している所がある。
・広葉樹で大木となるものは、ハリギリ、カツラ、ミズナラ、シナノキ等がある。
・クリ、コナラ、イタヤカエデ、ホオノキ、ミズキ、ベニヤマザクラ、ナナカマド、コシアブラ
等が混生する。
・つる性の木や草も多く、のりのき（ツルアジサイ？）、サルナシ、ヤマブドウの類が樹幹の高所
に巻き付いている。これに加えて、サルオガセやヒゲゴケその他の地衣類および種々の蘚苔類
がその間に散らばっている。
・林床にはチシマザサが密生し、高さは人の背丈を超え、また巨大なふき（アキタブキ）やその
他の種々の草花が群生する花園のような景観となっている所がある。
・植物景観の変化は主に林内における土地の高低、土壌の湿度、照度によるもので、低所の湿地
には広葉樹が多く高所には針葉樹が多い。
・本森林は、石狩平野に残る代表的な森林として大きな価値をもつため、3 カ所の天然保存区を
天然記念物として保存することを希望する。

「野幌の森林」(2)より 
・原始林指定分の蓄積は 1ha あたり 260m3、針葉樹 57％、広葉樹43％。
・針葉樹はほとんどがトドマツで、少数のエゾマツとイチイを含む

(1)史蹟名勝天然記念物調査報告第十九號 天然紀念物調査報告 北海道ノ植物ニ關スルモノ．
史蹟名勝天然紀念物調査會委員 理學博士 三好學．大正 9年 10月（1920）．

(2)野幌の森林-北海道林業試験場と試験林原生林の回想-．舘脇操．北方林業通巻第234号（Vol.20 No.9)．
社団法人北方林業会．1968
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図1.大正初期の野幌国有林森林図

（出典）「野幌試験地場閉庁記念しおり」の平面図を加工して作成 
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2.野幌原始林にはなぜトドマツが多いのか？

2.1 トドマツとは 

和名：アカトドマツ 学名：Abies sachalinensis (F.Schmidt) Mast. var. sachalinensis 科名：マツ科 
特徴：常緑樹で樹高 20～30ｍ、太さ 60～80㎝。海岸近くにも生えるが山地に多く、広葉樹やエゾマツ 

との混交林または純林をつくる。 
分布：北海道、南千島、サハリン  用途：建築・器具材、パルプ材、公園樹など 

（出典）増補新装版 北海道樹木図鑑．佐藤孝夫．亜璃西社．2017 

北海道内での分布：植物社会学ルルベデータベースに基づく植物分布図（PRDB map）(3)より 

図2.トドマツの北海道における分布

(３)田中信行・松井哲哉 (2007-) PRDB:植物社会学ルルベデータベース, 森林総合研究所.
URL: http://www.ffpri.affrc.go.jp/labs/prdb/index.html 

 http://www.ffpri.affrc.go.jp/labs/prdb/todomatu.html 

2.2 文献から見る野幌原始林とトドマツの変遷 

次ページに示す空中写真は、昭和 22年（1947）に米軍により撮影されたもので、野幌国有林は全体
的に黒っぽくなっており、針葉樹が国有林全体を覆っていることが伺える。一方、周辺の樹林は国有
林のように黒くはなく、比較的明るい色となっている。これは、周辺樹林は国有林ほど針葉樹が多く
はなく、落葉広葉樹が優占しているためと考えられる。一つの狭い地域で、このようにはっきりと樹
林の構成が異なるのは、人為的な作用が働いていることも一つの要因と推測される。実際、明治の入
植期から野幌丘陵の森林は周辺住民によって利用されており、現在も国有林として管理されている。 
一方、令和 2 年度および令和 3 年度のトドマツ分布に関する調査において、特別天然記念物指定地
のうち、野幌国有林側の既指定地ではトドマツは少なく、広葉樹林へと遷移していることがわかった。 
戦後 70 年あまり、“我が国の代表的な原始林で希有な林相”であった野幌原始林は、トドマツが衰退
して針広混交林から広葉樹林へと変化している。そこで、野幌国有林に関する明治以降の文献をもと
に現在までの変遷について整理し、野幌原始林がなぜ今の姿に変わっていったのかを紐解いてみた。 
次々ページ以降に、野幌国有林に関する略歴を示す。 

優占度 3以下の林分 
優占度 4以上の林分 
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図3.昭和22年（1947）当時の野幌国有林と周辺の様子 

（出典）国土地理院航空写真 1947年米軍撮影 を加工して作成 
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期
（
1
9
0
8
～
1
9
1
2
）

l
  野
幌
国
有
林
が
林
業
試
験
場
附
属
試
験
林
と
な
り
、
禁
伐
解
除
に
な
る
。

・
林
内
を
5区
分
し
、
択
伐
、
皆
伐
等
の
様
々
な
試
験
が
行
わ
れ
る
。

大
正
１
０
年
（1
9
2
1
）

l
  試
験
林
の
天
然
保
存
区
３
区
が
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る
（
図
１
）
。

第
1天
然
保
存
区
…
江
別
市
側
の
約
92
.6
2h
a、
現
在
の
ト
ド
山
口
の
北
側
付
近

第
2天
然
保
存
区
…
江
別
市
と
北
広
島
市
の
境
界
、
約
43
.7
1h
a、
現
在
の
東
7号
線
南
側
付
近

第
3天
然
保
存
区
…
北
広
島
市
側
の
約
18
4.
93
ha
、
北
広
島
市
西
の
里

ト
ド
マ
ツ
の
変
遷

明
治
初
期
～
中
期
（
1
8
6
8
～
1
9
0
7
頃
）

l
  野
津
幌
官
林
は
札
幌
に
近
く
、
比
較
的
平
坦
な
地
形
で
ト
ド
マ
ツ
が
多
く

生
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
乱
伐
防
止
を
目
的
に
官
林
に
指
定
さ
れ
る
。

・
針
葉
樹
（
主
に
ト
ド
マ
ツ
）
は
全
体
の
20
%
程
度

・
ト
ド
マ
ツ
の
幼
木
や
若
木
が
多
か
っ
た

l
  明
治
29
年
（
18
96
）
の
山
火
事
の
記
録
よ
り
、
ト
ド
マ
ツ
は
広
葉
樹
よ
り

細
か
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

・
裏
の
沢
川
上
流
で
の
山
火
事
被
害
木
の
直
径

・
ト
ド
マ
ツ
：
6～
18
cm
　
広
葉
樹
：
30
～
60
cm

l
  野
幌
官
林
の
北
側
（
江
別
市
側
）
の
林
相
の
大
部
分
は
ト
ド
マ
ツ
の
純
林
を

形
成
し
、
広
葉
樹
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。

明
治
末
期
（
1
9
0
8
～
1
9
1
2
頃
）

l
  広
葉
樹
枯
死
の
目
的
を
概
ね
達
し
、
明
治
41
年
(1
90
8)
に
は
、

針
葉
樹
の
純
林
に
な
る
見
込
み
だ
っ
た
。

明
治
末
期
～
大
正
末
期
（
1
9
0
8
～
1
9
2
6
）

l
  試
験
林
全
体
を
５
つ
の
施
業
区
（
後
に
試
験
区
）
に
分
け
、
北
広
島
側

（
第
５
施
業
区
）
で
は
、
天
然
更
新
手
法
の
う
ち
前
更
更
新
が
行
わ
れ
て
い
た
。

l
  天
然
記
念
物
の
指
定
前
、
東
大
教
授
三
好
學
博
士
に
よ
る
視
察
が
行
わ
れ
、

天
然
記
念
物
と
し
て
保
存
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
る
。

l
  三
好
博
士
は
現
在
の
江
別
市
側
に
あ
る
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
か
ら
大
沢
、

野
幌
森
林
公
園
中
央
部
あ
た
り
ま
で
を
視
察
。

l
  博
士
の
報
告
後
、
道
庁
が
こ
こ
ぞ
と
い
う
場
所
3カ
所
を
選
定
し
て

天
然
記
念
物
に
な
っ
た
。

l
  天
然
記
念
物
指
定
時
の
針
葉
樹
と
広
葉
樹
の
割
合

針
葉
樹
：
57
％
　
　
広
葉
樹
：
43
％

20
%

57
%
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出
来
事

昭
和
1
1
年
（
1
9
3
6
）

l
  台
風
に
よ
る
風
倒
被
害
が
発
生

風
倒
木
は
経
済
齢
75
～
80
年
内
外
の
ト
ド
マ
ツ
が
多
か
っ
た
。

昭
和
1
7
年
（1
9
4
2
）
～
昭
和
2
1
年
（
1
9
4
6
）

l
  戦
争
用
の
木
材
(艦
船
材
)と
し
て
、
長
大
材
を
中
心
と
し
た
伐
採
が
行
わ
れ
る
。

l
  太
平
洋
戦
争
末
期
か
ら
昭
和
21
年
(1
94
6)
に
、
天
然
記
念
物
指
定
地
も

伐
採
さ
れ
る
。

昭
和
2
5
年
（
1
9
5
0
）

l
  文
化
財
保
護
法
が
施
行
さ
れ
る

大
正
時
代
に
制
定
さ
れ
た
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法
は
廃
止
と
な
る
。

昭
和
2
9
年
（
1
9
5
4
）

l
  特
別
天
然
記
念
物
野
幌
原
始
林
に
指
定
さ
れ
る
。

指
定
範
囲
は
、
大
正
時
代
の
天
然
記
念
物
指
定
範
囲
と
同
じ
。

l
  9
月
の
洞
爺
丸
台
風
（
台
風
15
号
）
で
壊
滅
的
被
害
を
受
け
る
。

l
  （
こ
の
年
以
降
）
風
倒
木
か
ら
の
森
林
害
虫
発
生
を
防
ぐ
た
め
、

伐
り
出
し
が
行
わ
れ
る
。

昭
和
3
4
年
（
1
9
5
9
）

l
  特
別
天
然
記
念
物
の
一
部
指
定
解
除
（
48
,5
6林
班
：
江
別
市
と
北
広
島
市
）

昭
和
3
7
年
（
1
9
6
2
）

l
  特
別
天
然
記
念
物
の
一
部
指
定
解
除

（
49
林
班
：
江
別
市
、
59
,6
0,
63
林
班
の
一
部
：
北
広
島
市
）

令
和
元
年
（2
0
1
9
）

l
  特
別
天
然
記
念
物
の
追
加
指
定
（
約
20
ha
）

ト
ド
マ
ツ
の
変
遷

昭
和
1
1
年
（
1
9
3
6
）

l
 明
治
初
期
か
ら
の
上
木
伐
採
、
広
葉
樹
の
巻
き
枯
ら
し
、
枯
損
木
等
の
徐
間
伐

に
よ
り
、
明
治
初
期
に
は
幼
木
や
稚
樹
で
あ
っ
た
個
体
が
生
長
し
、
台
風
に
よ
り

倒
伏
し
た
。

戦
争
末
期
～
昭
和
2
1
年
（1
9
4
6
）

l
  天
然
記
念
物
指
定
の
う
ち
、
伐
採
に
よ
り
第
2試
験
区
（
江
別
市
、
現
在
の
49

林
班
）
の
ト
ド
マ
ツ
が
姿
を
消
し
、
第
4試
験
区
（
江
別
市
と
北
広
島
市
、
現
在

の
48
,5
6林
班
）
も
撹
乱
さ
れ
た
。

l
  第
5試
験
区
(北
広
島
市
)の
63
林
班
で
伐
採
が
行
わ
れ
る
。

昭
和
4
8
年
（
1
9
7
3
）

l
  舘
脇
ら
の
調
査
に
よ
り
、
特
別
天
然
記
念
物
指
定
地
に
お
け
る
ト
ド
マ
ツ
の

衰
退
が
報
告
さ
れ
る
。

平
成
2
年
（1
9
9
0
）

l
  石
川
(1
99
0）
に
よ
る
、
JR
千
歳
線
南
側
の
特
別
天
然
記
念
物

指
定
地
の
ト
ド
マ
ツ
枯
死
が
報
告
さ
れ
る
。

・
ト
ド
マ
ツ
の
樹
齢
3グ
ル
ー
プ
(2
0～
40
年
、
60
～
80
年
、
 1
00
～
14
0年
)

の
う
ち
、
枯
死
木
の
ほ
と
ん
ど
が
10
0～
14
0年
の
範
囲
に
入
っ
て
い
た
。

・
寿
命
(約
15
0年
)を
迎
え
た
ト
ド
マ
ツ
が
枯
死
。

l
  石
川
(1
99
4)
に
よ
る
と
、

・
特
別
天
然
記
念
物
に
接
し
た
調
査
地
で
は
昭
和
57
年
 (1
98
2)
時
点
で

す
で
に
ほ
と
ん
ど
の
ト
ド
マ
ツ
が
枯
死
し
、
次
世
代
の
稚
樹
は
全
く

見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

・
洞
爺
丸
台
風
後
に
定
着
し
た
と
思
わ
れ
る
稚
樹
が
生
育
し
て
い
る
場
所

も
あ
る
。

・
ト
ド
マ
ツ
が
上
層
で
優
勢
な
時
期
と
落
葉
広
葉
樹
が
優
勢
な
時
期
が

交
互
に
や
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
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2.3 野幌原始林＝トドマツ は永続的なものなのか？ 

野幌原始林に関する文献を整理したところ、明治初期の針葉樹率は約 20％程度、残りが広葉樹とい
った状態で、大正10年（1921）の天然記念物指定時や戦後間もないころ（昭和20年代前半;1945~1950）
のトドマツが優占する状態は、明治時代以降、人の手によってトドマツがあえて残されてきたことが
要因であることが分かった。また、野幌の森林は針広混交林が特徴であると言われているが、長い時
間の経過の中で針葉樹が安定して優占する時期、衰退する時期、代わって広葉樹が優占する時期をく
りかえしてきたのではないか、という考察も行われていた。 
現在、野幌原始林ではトドマツが衰退し落葉広葉樹が優占する森林にトドマツが細々と混ざってい
る状態となっているが、これはトドマツが寿命を迎えたのと同時に、明治時代のように森林施業が行
われなくなった結果、トドマツの更新が起こっていないことに起因するものと考えられる。その結果、
落葉広葉樹が優占する森林に遷移したのではないだろうか。 
野幌原始林といえばトドマツ、というくらいトドマツで名を馳せていたが、これは明治以降 150 年
余りの一時期を見ているに過ぎず、野幌原始林＝トドマツという価値観は、えいぞくてきにつづくも
のではないのではないだろうか。野幌原始林の本質的価値とは、天然記念物指定時の針広混交林を成
す“稀有な林相”であるということはもちろんのこと、現在の落葉広葉樹が優占する状態にも価値があ
るのかもしれない。 
野幌原始林＝トドマツと短絡的に考えるだけではなく、落葉広葉樹を含めた広い視点での議論が必
要であると考えられる。 

2.4 野幌原始林はどのような森林なのか？ 

これまでの文献整理と考察から、「野幌原始林はどのような森林なのか？」という点について下記に
まとめた。今後の本質的価値に関する議論での参考になると思われる。 

・野幌原始林のトドマツは、明治以降の森林施業により増やされたもの。

・明治初期に約 20％程度だったものが、大正10年には 57％まで増え、昭和 20年代前半には

トドマツ優占林となっていた。 

・野幌原始林の本来の姿は、明治初期の広葉樹７～８割、針葉樹２～３割ではないか。

・戦後、トドマツが寿命を迎えて衰退し落葉広葉樹が優占する森となっているが、それも野幌原始林の姿と

言える。

・野幌原始林の本質的価値を議論する際、トドマツに過度に着目するのではなく、大正 10年以降、

ほぼ手つかずの状態で現在まで残っていることに着目することも大切なのではないか。
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